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要　旨　このファイルは日本分類学会誌に投稿する論文のMS Word用のテンプレートである．このテンプレートには論文タイトルや本文をはじめとして，所属・氏名，要旨，キーワード等，それぞれに書式が設定されており，書式を崩さずに論文を執筆することで投稿規定・執筆要項に沿った形で論文が作成できる．なお，掲載が決定された場合には，LaTeX形式に変換した上で印刷されるため，このテンプレートを用いて作成された論文と見た目が必ずしも一致しない．この部分には要旨を500字以内で記入する．
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1. 論文執筆における注意事項
論文は，投稿規定・執筆要項に沿って執筆する．このテンプレートを用いて論文執筆を行う際にも，Web Pageにある『「日本分類学会誌」のためのLaTeX クラスファイル（jjcs.cls）の使い方』や既に刊行された論文の書式を参考にすること．

2. 書式設定等について
2.1. 節の書き方
節は「1. ○○」という形式で記述する．なお，書式は「見出し1」に設定されてある．
2.2. 小節の書き方
小節は「1.1. △△」という形式で記述する．書式は「見出し2」に設定されてある．
2.3 本文の書き方
本文は行頭を一文字下げて記述する．
2.4. その他
図や表は適切な場所に配置する．図や表の見出しは，図の場合は図の下に「図1. ○○」，表の場合は表の上に「表1. △△」とする．数式は数式エディタ等を利用する．数式を独立した行として配置する場合には行の中央に配置する．さらに数式番号が必要な場合は数式の右に「(1)」と記述する．例えば，
   (1)
とする．数式を参照する場合には「式(1)」と記述する．
2. 参考文献および付録について
参考文献は本文の最後に配置し，テンプレートの書式を崩さないように記述すること．付録がある場合には参考文献の後に記述する．

3. 著者連絡先
参考文献の後（付録がある場合には付録の前）に著者（共著の場合には代表執筆者）の連絡先を記載する．書式に従って記述すること．

4. 英文タイトル・要旨等
最後のページには英文のタイトルや所属，要旨，キーワード，著者連絡先を記述する必要がある．書式を崩さないよう，このテンプレートに従って記述すること．
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